
研究計画名：低価格農薬を実現する革新的生産プロセスの開発
プラットフォーム名：「低価格農薬を実現する革新的生産プロセス」研究開発プラットフォーム
コンソーシアム名 ：超効率的有機合成を駆使した農薬製造プロセスに関する研究コンソーシアム
代表機関名 ：日産化学株式会社

計画の概要

研究計画概要図

・生産者の収入向上と日本農業の国際競争力獲得のためには、生産性向上&コスト低減が必須

・典型的なバッチ法→フロー法への転換を実現し、農薬原体製造プロセスの改革を目指す

・製造コスト 30%OFFを目指す

【目指す姿】

・製造コスト 30％OFF
・生産者ニーズに沿った農薬
製造（オンデマンド製造）
・化学産業の変革
ものづくり日本の復興

【参画機関】

・日産化学（代表）
新規農薬の低価格製造
プロセスの汎用化
・富士フイルム
ジェネリック農薬を見据えた
汎用中間体の低価格製造
・東京大学
基礎となるフロー技術開発
触媒開発

農業資材の低価格化は生産者に直接的な恩恵を
もたらすだけでなく、省力化、生産量向上にも
つながる．
農薬原体の製造費カット（左図の■の削減）は
農業資材低価格提供の確実な一歩である．

窒素置換

溶媒・触媒
仕込み

反応

熟成

中和・分液

洗浄

製品

原料 廃液

バッチ式
反応器

バッチ法‥既存プロセスの99％以上

原料
A+B 触媒 No.1

触媒 No.2

触媒 No.3

触媒 No.4

原料C

原料D

原料E

最終製品

連結フロー法

超効率的製造の実現

目標:製造コスト30%OFF

切り替え
実用化

・グリーン、安全、
効率的
・省エネルギー、
省スペース
・廃棄物削減
・高品質
・必要量を生産
（オンデマンド）
・必要な場所で
コンパクトに生産
（オンサイト）


